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別紙   

 

（仮称） 大熊 ウィ ンドファ ーム 事業 環境影響 評価

方法書に つい て  

本事業は 、大 熊町日 隠山の尾 根上 、約 744 ヘク タール の対 象事業実

施区域内 に、 ロー ター直径 最大 約 136 メー トル 、 全高 最大約 180 メ

ートルの 風力 発電 機を 最 大 12 基設置 し、出力 が最 大 48,000 キ ロワ

ットの風 力発 電所 を整備す る計 画で ある。  

ま た 、 対 象 事 業 実 施 区 域 の 西 で は ２ 件 の 風 力 発 電 所 が 建 設 中 で あ

る。  

本 事 業 に よ る 環 境 影 響 を 回 避 又 は 十 分 に 低 減 す る た め 、 事 業 者 は

次の事項 等に 対応 すること 。  

１  総括的事項  

（１）資源エ ネル ギー庁「事業 計画 策定ガイ ドラ イン 」（資 源エネ ル

ギー庁）や、本年４ 月に施行 され た 改 正再生可 能エ ネル ギー電気

の 利 用 の 促 進 に 関 す る 特 別 措 置 法 に 基 づ き 、 新 た に 策 定 さ れ る

ガイドラ イン（ 資 源エネル ギー 庁）を踏まえ、関係 市 町村 と有機

的連携を 図り 、関係 市町村や 住民 等、関 係 者に対 して 丁寧 な説明

を行うな ど、適切な コミュニ ケー ショ ンにより 、合 意形成 を図る

と と も に 、 住 民 と の 協 議 事 項 や 説 明 会 等 の 内 容 に つ い て 透 明 性

の確保に 努め るこ と。  

また、住民 説明会 及 び縦覧等 で寄 せら れた意見 や要 望に 対して

誠意をも って 対応 するほか 、今 後の事 業計画な どに より、関係者

に不利益 が生 ずる 恐れがあ る場 合に は、速 やかに 報告 す るととも

に、そ の不利 益の 回 避や説明 会開 催な どにより 不安 の払 しょくに

努めるこ と。  

（２）対象事 業実施 区域の周 辺に おい ては、西方向 約 1km に事業実 施

区域が位 置す る（仮称）阿武 隈風力 発電事業 及び 南西 方向 約 6km

に事業実 施区 域が 位置する（仮 称）川 内鬼太 郎 山風 力発 電事業が

工事に着 手し てお り、供用 後に 風力発 電機から 発生 する 騒音、低

周 波 音 及 び 影 並 び に 鳥 類 へ の 影 響 な ど 多 方 面 で 累 積 的 な 影 響 が

懸 念 さ れ る こ と か ら 、 既 存 の 発 電 事 業 所 に 関 す る 情 報 や 環 境 影

響 評 価 図 書 等 の 公 開 情 報 の 収 集 、 当 該 事 業 者 と の 情 報 交 換 等 に

努 め 、 生 活 環 境 及 び 自 然 環 境 に 対 す る 他 の 風 力 発 電 事 業 と の 累

積 的 な 環 境 影 響 に つ い て 適 切 な 予 測 及 び 評 価 を 行 い 、 具 体 的 な
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評価方法 を準 備書 に記載す る と とも に、その 結果 を踏ま え、風力

発電機の 配置 計画 等の事業 計画 の見 直しを行 うこ と。  

また、対象事 業実 施 区域周辺 にお いて 、今後新 た に風 力発 電所

の整備が 計画 され ることと なっ た場 合には 、改め て累 積 的な環境

影響につ いて 評価 を行うこ と。  

（３）東京電 力福島 第一原子 力発 電所 の事故に 伴い 、住民 等が避難 し

て い る 等 の 事 情 を 踏 ま え 、 関 係 自 治 体 等 へ の 説 明 を 行 う と と も

に、地域 住民 と十分 に協議し 、住 民の居 住状況及 び帰 還の 意向な

ど を 踏 ま え た 適 切 な 風 力 発 電 機 の 配 置 等 の 事 業 計 画 と な る よ う

検討する こと 。  

また、環 境影響 評 価準備書（以下「 準備書」という。）におい

ては、そ の検 討結 果と理由 を含 めて 示すこと 。  

（４）環境影 響の予 測及び評 価に 当た っては 、可能 な限り 定量的な 手

法を用い 、定 性的な 評価を用 いる 場合 は、その 評価 に至っ たプロ

セスにつ いて も準 備書 に記 載す るこ と 。  

２  個別的事項  

（１）大 気環 境に ついて  

ア  対象 事業 の実 施により 、周 辺住 居 等の生活 環境 に支 障が生じ

ることの ない よう 、建設機械 や輸 送車 両 の通行 等に 伴う 窒素酸

化物、粉じん 等 の 発 生のほか 、車 両通 行 及び工事 時間 など に配

慮した計 画と し、 その内容 を準 備書 に記載 す るこ と。  

イ  風力 発電 機に ついて 、住宅 の近傍 や、人 と自然 との触 れ合い

の活動の 場で ある「 日隠山 」から 近い 位 置に設置 を 計 画し てい

ることか ら 、住宅 や 日隠山を 騒音 調査 地点に追 加 す る こ と。な

お、日影山 の調査 において は 、現在 の利用状 況の みな らず 、過

去の利用 状況 も踏 まえて 、調 査地点 を検討す るこ と。また 、調

査結果を 踏ま えて 、住宅等か ら適 切な 離隔距離 を確 保し た 風力

発電機の 配置 とす るなど、 必要 な措 置を講じ るこ と。  

ウ  風力 発電 機の 稼働に伴 い発 生す る音は 、特定 の周 波 数を持ち 、

高調波成 分や 低周 波振動を 伴う ため 、音の強さ が下 がっ ても耳

障りにな る可 能性 がある こ と な どか ら、環 境影 響調査 結 果を踏

まえ、騒音 及び低 周 波の影響 を回 避又 は十分に 低減 でき るよう

環境保全 措置 を講 じ、影 響を 回避又 は 十分に低 減で きな い場合

は事業計 画の 見直 しを行 い 、その結 果 を準備書 に記 載す ること。 

また、環境 保全措 置 の検討に 当た って は、風 力発 電機か ら の
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距離や環 境省 が定 める「風力 発 電 施設 から発生 する 騒音 等測定

マニュア ル」等を も って一概 に判 断せ ず 、必 要に応 じて 適 切な

措置を講 じる こと 。  

（２）水 環境 につ いて  

ア  流 域 の 水 質 保 全 の た め に は 沈 砂 池 の 余 裕 あ る 設 計 構 造 や 維

持管理 基準 に基 づ く適正 管理 等が 極 めて重 要で ある こ とから、

風力発電 所 に 設置 される 濁 水防 止設 備及び排 水設 備の 構造、位

置、工 事中 及び供 用 後の維持 管理 方法 等を準備 書に 記載 するこ

と。ま た、土壌浸 透 により雨 水排 水を 処理する 計画 であ ること

から、排水地 点の 土 壌浸透能 力等 の調 査を行い 、そ の結 果 を考

慮した設 計と し、 準備書に 記載 する こと。  

イ  対 象 事 業 の 稼 働 期 間 を 踏 ま え た 確 率 雨 量 式 を 用 い て 降 雨 量

の予測を 行 う とと もに 、その 結果を 踏 まえ た十 分な 容量 の沈砂

池の設 計を 検討 し 、 その 結果 につ い て準備 書に 記載 す る こと。 

ウ  環境 影響 調査 に当たっ ては 、周 辺 の河川及 び沢 等の 利用状況

について 確認 し、準 備書で示 され る事 業計画は 、利 用の あ る河

川及び沢 に工 事及 び事業の 影響 が及 ばないよ う検 討し 、準備書

に記載す るこ と。  

（３）地 形及 び地 質につい て  

ア  方 法 書 で は 場 内 に 土 捨 て 場 を 整 備 す る こ と を 計 画 し て い る

ことから 、造 成に伴 い 発生す る残 土量 を適切に 把握 した 上で造

成範囲を 検討 し、 準備書に 記載 する こと 。  

イ  対 象 事 業 実 施 区 域 内 の 詳 細 な 地 質 分 布 は 文 献 と 異 な る 可 能

性があり、硬い地 盤の場合 は、ピッ クや発破 等の 騒音 の大きな

工事が必 要と なる ことから 、地 質の調 査結果を 踏ま えた 工事計

画を検討 し、 準備 書に記載 する こと 。  

（４）風 車の 影に ついて  

風 力 発 電 機 の 影 の 影 響 の 感 じ 方 は 個 人 差 が あ る た め 、 発 電 所

の 供 用 に 伴 い 、 周 辺 住 民 の 生 活 環 境 へ の 影 響 が 明 ら か と な っ た

場 合 は 、 必 要 に 応 じ て 、 住 宅 に 遮 光 カ ー テ ン 等 の 設 置 及 び 運 転

制限をか ける 等の 追加の環 境保 全措 置を講じ るこ と。  

（５）動 植物 ・生 態系につ いて  

ア  鳥類 の調 査時 期の選定 に当 たっ ては、野生生 物の各 分野（ 鳥

類、両生類 など ）の 専門家や 、周辺で 鳥類等の 観察 を行 ってい

る個人及 び団 体に 対し、ヒアリ ング 等 を実施し 、調 査時 期 や調

査方法等 も含 めた 観点から 確認 を行 うととも に 、必要 に 応じて
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方法書に 記載 の 無 い地点・時期 の調 査 を検討し 、準 備書 に 記載

すること 。  

イ  対 象 事 業 実 施 区 域 周 辺 の 風 力 発 電 事 業 に お け る 環 境 調 査 結

果におい ては 、ク マ タカ 等の 希少 な猛 禽類 の生 息が 確認 されて

いること から 、猛 禽 類の内部 行動 等の 解析結果 につ いて も 準備

書に記載 する こと 。  

ウ  鳥類 の IC レ コ ーダーに よる 録音 調査にあ たっ ては 、対象と

する鳥類（こ こで は ミゾゴイ ）の 繁殖 期 に発する 音声 を活 用し

たプレイ バッ ク法 を用いて 、生 息状 況 の把握に 努め るこ と。ま

た、調 査位置 につ い て、２ 地点の みで 対 象事業実 施区 域内 のミ

ゾゴイ の生 息確 認 が可能 なの か今 一 度検討 する こと 。 IC レコ

ーダーの 可聴 範囲 を示し 、その 値に 基 づき、生息の 可能 性 があ

る沢地形 が網 羅で きるよう に配 置を 検討する こと 。  

エ  渡り 鳥に つい ては、対象事 業実施 区域のみ なら ず、聞 き取り

調査を実 施す るこ とにより 適切 な 渡 りルート を検 討し 、主要な

渡りルー トの 把握 に努める こと 。  

オ  希少 猛禽 類の 調査手法 につ いて は、記 録する 重要 な 指標行動

として 干渉 行動 を 明記す るこ と。 ま た、調 査位 置に つ いては、

定点に加 え、各地 点 から視認 でき る範 囲を示 し 、準 備書 に 記載

すること 。対象事 業 実施区域 内に 定点 が配置さ れて いな いこと

から、十分 な視認 性 が担保さ れて いる のか今一 度検 討す ること。 

カ  鳥類 の渡 り時 の移動経 路の 調査 手法につ いて 、定 点 を配置す

るエリア の範 囲が 適切なの か、今一 度 検討する とと もに 、渡り

鳥の利用 状況 を把 握できる よう 、対 象 事業実施 区域 内に 定点を

設定し 、準備 書に 記載 する こと 。ま た、調 査時期 につ いて、ガ

ン・ハ クチ ョウ類 に 関しては 秋期 のみ しか対象 にな って いない

が、春期 に関 して も 設定し 、準 備書 に 記載す るこ と。  

キ  は虫 類・両生類 の調査位 置に つい て、調 査範囲 としか 示され

ておらず 、具 体的 な 調査点が 不明 であ ることか ら、踏査 も しく

は調査サ イト を図 示 し、準 備書 に記 載する こ と。  

ク  動物 の影 響予 測方法及 び環 境保 全措置と して 、供 用 後に生じ

る生息地 喪失 の影 響を 追加 し、 準備 書に記載 する こと 。  

ケ  注目 種の 選定 について 、上 位性 種 としてオ オタ カを 選定して

いるが 、評価 基準 と してはク マタ カも 同様であ り、生息 が 充分

に確認さ れて いる のであれ ば 、オオ タ カに加え てク マタ カも評

価の対象 とし 、準 備書に記 載す るこ と 。  
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（６）景 観・ 人と 自然との 触れ 合い の活動の 場に つい て  

ア  対 象 事 業 の 計 画 の 検 討 に 当 た っ て は 、 観 光 資 源 で あ る 日 隠

山 登 山 ル ー ト か ら 見 え る 範 囲 に 風 力 発 電 機 が 入 ら な い よ う に

す る な ど 景 観 影 響 に 配 慮 す る と と も に 、 そ の 結 果 を 準 備 書 に

記載する こと 。  

イ  フ ォ ト モ ン タ ー ジ ュ の 合 成 に 用 い る 写 真 は 撮 影 地 点 及 び 周

辺 の 概 況 に よ っ て 風 力 発 電 機 の 視 認 状 況 は 大 き く 異 な る こ と

から、準 備書 には 写真の詳 細な 撮影 地点も 示 すこ と。  

また、風力 発電機 の 配置の検 討に 当た っては 、立 地する 大 熊

町及び住 民 等 に対 し、詳 細な撮 影地 点 を示 すと とも に、景 観影

響につい て も 説明 し、 意見 を 聴 くこ と。  

ウ  人 と 自 然 と の 触 れ 合 い の 活 動 の 場 に 関 す る 環 境 影 響 調 査 に

当たって は 、東京 電 力福島第 一原 子力 発電所の 事故 以前 の利用

状況、 大熊 町 及 び 住民等 の意 見を 踏 まえ 実 施す るこ と 。また、

準備書の 事業 計画 の検討に 当た って は、立 地す る大熊 町 及び住

民等に調 査結 果を 示し、意 見を 聴く こと。  

（７）放 射線 の量 について  

ア  対 象 事 業 実 施 区 域 の 森 林 は 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所

の事故以 降、除染 が 行われて いな い た め、工 事中の 降雨 等 によ

り 放 射 能 濃 度 の 高 い 微 粒 子 を 含 む 土 砂 が 沈 砂 池 に 流 入 す る こ

とが予想 され るこ とから 、沈 砂池の 設 計は当該 土砂 を 確 実に分

離すると とも に、微 粒子等が 流出 しな い 構造と し、その 設 計に

ついて準 備書 に記 載するこ と。また 、長期にわ たる 施設 の供用

に伴い 、沈 砂池に 放 射能濃度 が高 い土 砂が堆積 する おそ れがあ

ることか ら 、堆積 土 砂の放射 能濃 度の モニタリ ング 方法 及び処

理方法 を検 討し 、 その結 果に つい て も準備 書に 記載 す ること。 

イ  対 象 事 業 実 施 区 域 の 風 力 発 電 機 設 置 区 域 及 び 通 用 路 等 に お

いて 、放射 線量（空 間線量及 び土 壌中 の放射能 濃度 等）の環境

影響調査 を行 い、準備書に 記載 する こと 。なお 、調査地 点の選

定に当た って は、除 染されて いな い土 壌が残置 され る区 域及び

切土を行 う区 域か ら選定す るこ と。  

ウ  工事 期間 中に 造成、伐採及 び工 事 車両の走 行等 の人 為的作業

並 び に 風 雨 等 の 自 然 現 象 に よ る 放 射 性 物 質 の 事 業 実 施 区 域 外

への拡散 がな いよ う、対策を 準備書 に記載す るこ と。また 、工

事 期 間 中 及 び 供 用 後 の 異 常 気 象 等 に よ る 放 射 性 物 質 を 含 む 土

壌の流出 がな いよ う、対策 を準 備書 に記載す るこ と。  
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エ  造 成 工 事 に 伴 う 放 射 性 物 質 の 拡 散 等 の 予 測 の 不 確 実 性 が 大

きい事項 につ いて 、環境影響 評価 結果 を踏まえ 、事 後調 査 の実

施を検討 し、 その 内容を準 備書 に記 載するこ と。  

なお、事 後調査 方法 等は必要 に応 じて 専門家等 の意 見を 踏ま

え、検討 する こと 。  

３  その他の事項  

（１）坂下ダ ムは、山火事等 の災 害発 生時にお いて 防火 用水に使 用さ

れるため 、消 火作業 の際、風 力発 電 機周 辺を消防 ヘリ コプ ターが

頻 繁 に 往 来 す る 形 と な る た め 、 接 触 事 故 の 危 険 性 が 高 ま る と と

も に 、 風 力 発 電 機 が 支 障 と な り 迂 回 を 要 す る こ と や 高 度 を 上 げ

る必要が 生じ るな ど、消火 活動 の障害 になる恐 れが ある 。また、

風 車 の 影 響 に よ る 乱 気 流 の 発 生 可 能 性 も 懸 念 さ れ る こ と か ら 、

関 係 機 関 と の 協 議 を 行 い 、 消 火 活 動 に 支 障 が 生 じ な い 配 置 を 検

討するな どし 、そ の結果を 準備 書に 記載する こと 。  

（２）事業の 実施に 伴い、多数の 工事車 両の通行 が見 込ま れること か

ら、道 路通行 に 当 たっては 安全 確保 と渋滞緩 和対 策を 講じ る等 、

周 辺 住 民 の 生 活 環 境 に 配 慮 し た 事 業 計 画 を 検 討 し 、 準 備 書 に 記

載するこ と 。  

また、関係 市町村 に 対し事業 につ いて 十分な説 明を 行う ととも

に、事 故発生 等に お いて関係 市町 村や 地元住民 等に 対し て速やか

に連絡で きる 体制 を整える こと 。  

（３）電 線管路 を 町 道敷や 法定 外道 路に埋設 する 際は 、ルート、構造

等 に つ い て 関 係 機 関 と 協 議 を 行 う と と も に 、 関 係 者 に 周 知 を 図

ること。  

（４）方法 書 P152 に記載さ れて いる 中間処理 施設 及び 最終処分 場の

施設数（平成 24 年 度）に ついて 、最 新のデー タ に 更新 するとと

もに、関 連す る 図 も合わせ て 見 直す こと。 同 様に 、 P195 につ い

ても見直 すこ と 。  

（５）対象事 業実施 区域北側 に位 置し、水生生物 調査 地点 を設定し て

いる熊川 水系 の河 川 におい て は 、熊川 漁業協同 組合 に対 して、漁

業 法 に 基 づ く 第 五 種 共 同 漁 業 権 が 免 許 さ れ て い る こ と か ら 、 魚

類 調 査 前 に 水 生 生 物 の 捕 獲 調 査 方 法 に つ い て 当 該 漁 協 に 説 明 の

上、了解 を得 て か ら環境影 響調 査を 実施する こと 。  

また、当該漁 協に 対 して、事業計 画及 び 水に係る 環境 調査 内容

について も説 明し 、事業実施 につ いて 理解を得 るよ う努 めること 。 
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（６）魚 類調査 に ついては 、福島 県 漁業調整 規則 の規 定により 、採捕

に用いる 漁具 、漁法 、魚種に よっ ては採 捕できる 期間 や魚 体のサ

イズに制 限が ある ことから、調査 手 法、内容を 整理 し た上で、必

要な場合 は事 前に 当県の特 別採 捕許 可を取得 する こと 。  

（７）対 象事業 実 施区域は 、令和 ５ 年度の選 定の 里山 再生事業（日隠

山）と区 域が 隣接し ているた め、同事業 に影響が 及ば ない よう事

業計画を 検討 する こと。  

（ ８ ） 対 象 事 業 実 施 区 域 内 に は 国 有 の 保 安 林 が 含 ま れ る た め 当 該 地

域を極力 避け るこ と。避け られ ない場 合はその 理由 を整 理し、準

備書に記 載す るこ と 。  

（９）森林に おいて 伐採及び 開発 行為 を行う 場 合、森林が 持つ水源 涵

(かん )養 機能 、土砂 流出防止 機能 等に 影響が及 ばな いよ う、最小

限 の 開 発 に 留 め る と と も に 、 森 林 法 を 所 管 す る 関 係 機 関 と 協 議

を行うこ と 。  

また、開発内 容に よ っては 、森林 法以 外 の法律が 該当 する 場合

もあるの で、 その 場合にお いて も関 係機関と 協議 を行 うこと。  

（ 10）当該 施設 の 建設に係 る行 為（ 搬入路の 整備 を含 む 。）は、宅地

造 成 及 び 特 定 盛 土 等 規 制 法 の 許 可 の 対 象 と な る 可 能 性 が あ る こ

とから、規制 区域内 での事業 とな った 場合は 、関係 機関と 調整の

うえ必要 な手 続き を行 うこ と。  

（ 11）対象事 業実施 区域 の南 側に 周知 の埋蔵文 化財 包蔵 地である「野

上防火帯 跡 」が所在 すること から 、準備 書の事業 計画 策定 前に、

当該包蔵 地の 保存 について 大熊 町教 育委員会 と協 議す ること。  

また、対象 事業実 施 区域 が広 大で ある ことから 未だ 発見 されて

いない埋 蔵文 化財 包蔵地が ある 可能 性があり 、工 事中 に 遺跡が発

見された 場合 、文 化 財保護法 に基 づく 工事の中 断や 保存 のための

協議等を 行う 必要 が生じる こと から 、埋蔵文化 財の 分布 調査の実

施につい て も 、大 熊町教育 委員 会と 協議する こと 。  


